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輻射輸送は星形成過程におけるガスの熱力学を支配する重要な素過程である。しかし輻射輸送は計算量が多く計算が困難で

あるため、これまでの多次元の磁気流体シミュレーションでは一次元輻射流体計算の結果を用いて局所的なガス密度から温

度を決定し輻射輸送の効果を疑似的に取り入れるバロトロピック近似が用いられてきた。しかしこの近似はあくまで球対称

分子雲の中心にあるガス要素の進化をもとに構成されているため一般のガスのエントロピー分布を正しく取り入れること

ができず、ガスの熱的進化を誤る（温度を過小評価する傾向にある）ことが指摘されていた。ガスの熱的進化をより現実

的に取り扱うため我々は新たに流束制限拡散近似に基づく陰的な輻射輸送コードを開発し、多重格子磁気流体シミュレーショ

ンコードに実装した。

　本研究では輻射（磁気）流体計算とこれまでのバロトロピック近似に基づく（磁気）流体計算の差異を直接比較し、系全体

の動的進化に対する熱力学の取り扱いの影響を調べた。その結果バロトロピック近似は特に形成される断熱コアの外側で

エントロピーを過小評価する傾向にあり、そのために星形成過程のシナリオは定性的には変わらないもののコアの質量

や寿命、力学的安定性に定量的な差異が生じることを見出した。一方で磁場と流体の相互作用によるアウトフローの力学

的構造（速度や加速領域の位置）はガスの熱的性質にはあまり依らないため大きくは変わらないこともわかった。本研

究の成果はNagoya University GCOE International Workshop (ISM2010) "Multi-Phase Interstellar Medium and

Dynamics of Star Formation"及び2010年度天文学会春季年会において発表した。またThe Astrophysical Journal

Lettersに投稿し受理され現在印刷中（Tomida et al., 2010, ApJ, 714, L58-L63）である。


